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県内製造業に薄日が差し始めている。県鉄工機電協会が、会員を対象に四半期ごとに行ってい

るDI（業況判断指数）調査の最新結果によれば、昨年10-12月期の売上高DIはプラス33.7でバブ

ル期以来の高水準となった。このほか、収益状況や操業率、資金繰り、来期受注予想など、10以

上の項目がプラスとなっており、回復ぶりを裏付ける。ただし、実感としてはどうだろうか。帝

国データバンクの調べでは、この3年間の県内企業の倒産件数は531件を数え、そのうち約60％

を販売不振や累積赤字など「不況型倒産」が占めるというから、地方経済の復調を示す数字の裏

には、いまだ厳しい状況の中で活路を見いだそうと奮闘を続ける企業の姿が浮かび上がってく

る。今回は、県内製造業の中でも、特に若手経営者にスポットを当て、その取り組みを探った。

地方経済復調のカギは経営革新にあり

若手リーダーが描く
攻めの経営戦略

巻頭
特 集

松浦電弘社（野々市町）は創業以

来30年にわたって食品製造機械や

繊維機械のFAシステム、制御盤の

設計、製造を手がけている。ロボッ

トアームの動きなどを制御するモー

ションコントローラなどに豊富な実

績があり、同社の製品は大手繊維メ

ーカーなどにも採用されている。

社長の松浦隆弘氏（38）は、昨

年10月に父親からバトンを受けた

ばかりだ。その松浦社長が目下、力

を入れているのが画像処理を使った

計測装置の開発である。きっかけは、

自動車部品メーカーから画像を使っ

た検品システムのオーダーが舞い込

んだことだった。

「画像処理システムそのものは大手

メーカーでも扱っているが、ニッチ

な分野に応用すればまだまだニーズ
（株）松浦電弘社 代表取締役

松浦 隆弘（38）

新分野の取り組みを
経営の2本目の柱に

ニッチな分野に応用すればまだまだニーズは眠っている

BUSINESS STRATEGY.1
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今後ねらっているのはヨーグル

トやゼリーといった他の商品への

展開だ。

このほか、同社では船舶用エン

ジンやトランスミッションの試験

計測装置、高速道路のトンネル内

で放送されるラジオの受信状況の

測定装置などを開発。松浦社長は

「制御盤市場はすでに成熟してお

り、技術レベルの向上といった意

味でも新分野へのチャレンジが不

可欠だ。一方で制御盤というベー

スがなければ、新分野開拓もまま

ならない」とし、今後も先代が築

いてきた制御盤と自らが旗振り役

となって進める計測システムを経

営の両輪として発展させる考えだ。

松浦電弘社が開発した充てん豆
腐などの凝固状態を包装容器の
外側から測定する装置。写真は
卓上タイプ。

創業以来、松浦電弘社の経営基盤を支えて
いるのが制御盤の製造だ。

は眠っている」と松浦社長は考え、

以降、開発を強化していった。

昨年5月には、食品機械メーカー

の高井製作所（野々市町）と共同で、

「充てん豆腐凝固検品装置」を開発

した。充てん豆腐とは、パックに豆

乳やにがりを詰めた後で加熱して固

める豆腐で、従来の製造方法と比べ

て雑菌が入りにくいというメリット

がある半面、検品で中身の状態を把

握するのが難しく、しっかり固まっ

ていない不良品が発生するデメリッ

トがあった。

この検品装置は、コンベア上を流

れてくる商品にレーザー光を照射

し、カメラで撮影。豆腐が光を吸収

する度合いを数値化してその凝固状

況を確認する。画像処理技術につい

ては、県工業試験場に技術指導を仰

いだ。

同社の強みは、ソフトだけでなく

機械の制御も含めて構築できる点

だ。例えば、この装置ならば、正確

に計測するために規定の場所に商品

を並べる仕組み、あるいは計測の結

果、不良品があった場合にその商品

をラインから取り除くシステムなど

もひとまとめに構築する。

若手リーダーが描く攻めの経営戦略

（株）松浦電弘社
石川郡野々市町二日市1丁目76

TEL 076-248-2974
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（株）石野製作所　代表取締役社長

石野 晴紀（44）

トータルな提案でさらにシェアを伸ばす

石野製作所の最新商品である
「クリアルーフ付チェーンレス
コンベア」。チェーンを使用し
ていないので、継ぎ目やすき間
がなく衛生的な上、ほこりや乾
燥からしっかりガードする。

正確でスピーディーな精算をサ
ポートする石野製作所の自動精
算システム「OAISO」。

新分野への進出で、経営体質の強

化を図る松浦電弘社に対して、ユー

ザーのニーズを総合力でより深く掘

り起こそうというのが、回転ずし機

器で約60％のシェアを持つという石

野製作所（金沢市）だ。

同社は、業界のパイオニアとして

常にトップを走り続けてきた。その

秘けつは、次々と打ち出す新製品の

アイデアである。

今年3月には、花王（東京）と共同

で、すし皿洗浄機専用の洗剤を開発

した。従来の洗剤では落としにくか

った魚の脂やでんぷん、タンパク質

の汚れの除去に効果がある。

ここ数年では、チェーンレスコン

ベアやクリアルーフ付きコンベア、

鮮度管理システムといった具合に、

衛生対策を重視した新製品を次々と

投入した。

チェーンレスコンベアは、従来の

ようなチェーンベルトでなく、磁力

を使ってすし皿を搬送する。すし皿

を乗せるレーンに継ぎ目やすき間が

まったくないため、掃除がしやすく

衛生的だ。また、クリアルーフ付き

コンベアはすしをほこりや乾燥から

守るアクリルカバーをコンベアに取

り付けたタイプである。鮮度管理シ

ステムは、あらかじめ設定しておい

た時間を経過したすし皿を検知し、

ユーザーのニーズを
総合力でより深く掘り起こす

BUSINESS STRATEGY.2
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回転ずし用コンベア機は一度、石野製作所の工場
で組み上げられた後、ばらして店舗へと運び込ま
れる。

自動的に排除する。

社長就任から5年目を迎える石野

晴紀社長（44）は、「平成8年のO-

157による集団食中毒事件以降、

今日のBSE（牛海綿状脳症）、鳥イ

ンフルエンザなど、食の安全に対

するニュースが絶えない。食品の

衛生管理に対する消費者ニーズは

今後ますます高まることは間違い

なく、チェーンレスコンベアなど、

当社独自の衛生的な機器は他社と

の競争を勝ち抜く強力な武器とな

る」と胸を張る。

コンベアだけでなく、自動にぎ

り機や皿洗浄機、酢合わせ機など、

回転ずし店が必要とする周辺機器

の充実ぶりも特徴だ。皿の裏にIC

チップをつけ、重ねた皿に読み取

り機をかざすだけで計算できる自

動精算システム「OAISO」など、

独特のアイデアに感心させられる

ものも多い。

さらに、ハード面に加えて、店

舗のプランニングから営業計画、

従業員教育など、ソフト面でもノ

ウハウを提供。石野社長は「コン

ベア機を中心に、周辺機器や店舗

運営のノウハウまでも含めてトー

タルに提案できる強みでさらにシ

ェアを伸ばす」と自信を見せる。

（株）明石合銅　取締役
営業・生産管理グループマネージャー

明石 康宏（33）

独自技術はやはり大きな差別化のポイントだ

ところで、日銀金沢支店が行っ

たアンケートでは、今年度の設備

投資見込みは前年比5.9％増と3

年ぶりにプラスに転じ、地方経済

が復調傾向にあることを感じさせ

た。機械部品を鋳造する明石合銅

（松任市）も、売り上げの約50％

を占める建設機械用の油圧部品の

増産に対応するため、昨年11月

に延べ床面積870m2の工場の増

設に踏み切った。

これは、社会資本の整備が急ピ

ッチで進む中国を中心に、海外で

の建設機械の需要拡大を受けての

こと。ただし、活況がいつまで続

くか不透明感もぬぐえないため、

新品ではなく中古の機械を導入す

るなど、設備投資の動きはあくま

でも慎重だ。

同社の強みは、他社にまねので

きないその独自の技術力にある。

鋼などに銅合金を溶着させたオリ

ジナルの複合材料「AGバイメタ

ル」のほか、約2年前からは粉末

焼結による鉄と銅合金の複合材料

ＪＩＴ生産方式を導入し
少ロットのニーズに対応

若手リーダーが描く攻めの経営戦略

BUSINESS STRATEGY.3

（株）石野製作所
●本社　　　金沢市増泉5丁目10-48

TEL 076-241-7185

●松任工場　松任市源兵島町1006番地

TEL 076-277-1851
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手前が明石合銅オリ
ジナルの「AGバイメ
タル」を用いた油圧
ポンプ部品。奥は、
銅合金の鋳物。

真っ赤に溶けた銅合金の温度は約
1,000度に達する。

で、焼結含油ブッシュを生産し

ている。銅合金に油をしみ込ま

せることで、給脂間隔をこれま

でよりも大幅に長くすることを

可能にした。建設機械はレンタ

ル品が多いことから、できるだ

けメンテナンスの間隔を延ばし

たいというニーズがあり、飛躍

的に生産量を伸ばしている。

また、近年では平成7年から

取り組みをスタートしたJIT生

産方式が定着し始めている。

JITとはJust in Timeの略で、

トヨタの生産方式の基本的な考

え方としてよく知られている。

これを象徴するのが「一個流

し」と呼ばれるラインだ。通常

のラインのように作業者を決ま

った位置に配置するのではな

く、コンパクトなスペースにい

くつかの加工機や治具を並べ

て、人間が移動しながら一つず

つ製品を仕上げていく。

作業者が複数の工程を受け持

つ多能工としてレベルアップ

し、少ロット化への対応、仕掛

かり在庫の削減、生産リードタ

イムの短縮、不良品の早期発見

が可能になる。同社には現在、

一個流しラインが複数あり、例

えば、旋削、穴あけ、耐圧検査

などを行うラインでは、10以

上の工程を約2分で処理してい

く。

導入当初は、これまでのやり

方と違う分、戸惑いもあったが、

定期的に専門家の指導を受けな

がら、少しずつ改善してきた。

また、整理整とんのされていない汚

れた現場からいい製品は生まれないと

の考えから、5S（整理、整とん、清

掃、清潔、しつけ）の徹底にも力を入

れる。徹底されていないところについ

ては、デジカメで撮影して掲示板に張

りだし、一週間以内の改善を促してい

る。

取締役で営業・生産管理グループマ

ネージャーの明石康宏氏（33）は、

JIT生産方式の定着に向けて陣頭指揮

をとってきた。「このところ、忙しさ

にかまけて5Sがおろそかになってお

り、需要が急増した今こそ現場を見直

したい」と手綱を締める

もう一つ、明石氏が課題と考えてい

るのが営業面の強化だ。「どうしても

受注待ちになってしまうが、顧客の困

っていることを解決できるソリューシ

ョン型企業に脱皮したい」とビジョン

を語る。同社では、これまで鍛造して

作っていた機械部品を鋳造して作るこ

とを提案。その結果、従来とそん色な

い品質を維持しながら約20％のコス

トダウンに成功したという事例もあ

り、提案型営業にさらに磨きをかけ、

顧客のすそ野を広げる。

（株）明石合銅
松任市横江町1484

TEL 076-276-5533
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中野製作所では、だ
れでも一目見て分か
るように、顧客ごと
に色分けした箱に在
庫を入れるようにし
た。

（株）中野製作所　代表取締役社長

中野 裕（43）

中野製作所の「1個流し」による生産ライン。NC旋盤など、
5台の機械を使って1人の作業員が一つずつ仕上げていく。

明石合銅と同様、建設機械用の

油圧部品を主力とする中野製作所

（川北町）も、NPS（ナカノ・プ

ロダクト・システム）と名付け、

自主改善活動に取り組んでいる。

きっかけはやはり、多品種少ロ

ット生産にスピーディーに対応す

るためだった。例えば、これまで

なら「1カ月で100個」と発注さ

れていたものが、「1日5個」とい

う具合に顧客からのオーダーが変

化してきたのだ。

「これまでのやり方では通用し

ない」。そう考えた中野裕社長

（43／当時、専務）は、平成13年

から、共通で使う治工具の集約、

社員の多能工化、部品の在庫や仕

掛かり品の削減、5Sの徹底などを

目指して、活動をスタートした。

当初、中心メンバーには現場の

リーダー格である年配の社員を当

てたが、1個流しなどこれまでと違

うやり方になかなかなじむことが

できなかったため、中野社長は2年

目、やる気を重視して、ベテラン、

中堅、若手、女性のメンバー構成

に再編した。

その後、専門家や自分たちで改

善の種を出し合った。例えば、不

良品が出れば、どんな不良で、何

が原因だったかを書きだしてデー

タベース化すると同時に工場内に

掲示。次回に同じ原因で不良品を

出さないようすぐに改善をほどこ

すなどしていった。

そのかいあって平成14年9月か

らの1年間で、不良品の発生率は

50％ダウンし、出来高は20％ア

ップした。納期についても、顧客

と交渉して定めた納期に関しては

100％守ることができた。

現在は建設機械の需要拡大によ

って、中野製作所もその対応に追

われている。ただ、中野社長は、

建設機械用部品の製造が90％以上

で同一業界に片寄っているという

同社の状況に危機感を抱いている。

この状況を打開するため、これ

まで培ってきた加工技術を生かし

て、例えば工作機械用の部品など

他の分野への水平展開も試みてお

り、少しずつ芽が出ている。

今後は、1個流しのラインを増

やして効率アップを進めると同時

に、新たな市場の開拓による経営

リスクの分散で、体質強化を図り

たい考えだ。

「攻撃は最良の防御なり」とも言

われる。リストラ型の経営改革に

とどまることなく、新分野への進

出や新規顧客の獲得、技術革新、

効率化などに向けた、不断のチャ

レンジの向こう側にこそ、企業の

発展、地方経済の回復が待ってい

るに違いない。

これまでのやり方では通用しない

若手リーダーが描く攻めの経営戦略

改善点を洗い出し
不良品が半減

BUSINESS STRATEGY.4

（株）中野製作所
能美郡川北町田子島は42

TEL 076-277-2870
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BUSINESS
FRONTIER
ビジネス・フロンティアに進路を取れ！�

ISICOが主催する「石川県中小企業

技術交流展」が4月15日（木）から3

日間、県産業展示館で開催され、県内

の中小企業の優秀な技術や製品など

を一堂に展示します。

17回目を迎える今年は、機械関係

49社、生活関係18社、協賛2団体が

出展を予定するほか、新たに設けた

中国進出企業コーナーに13社が参

加し、加工技術力や製品開発力をア

ピールします。

期間中は、機械工業見本市「MEX金

沢2004」、北陸最大のデジタル総合

展「e-messe  kanazawa  2004」

も同時開催されます。ぜひ、お誘い合

わせの上、ご来場ください。

1 芯体のリサイクルを素早く、確実に

紙管残糸自動除去装置

県内企業の優秀な技術や製品を一堂に
石川県中小企業技術交流展

衣料用、産業用を問わずさまざ

まな用途で使用される糸は、紙管

やボビンといった芯体に巻かれて

いる。しかし、作業の効率性や品

質維持のため、糸は最後までは使

われず、芯体に少量の糸を残した

状態で新しいものと交換する。リ

サイクルへの関心が高まる中、繊

維メーカーでは、この残糸を素早

く除去し、芯体を再利用すること

が大きな課題となっていた。

それを可能にしたのが、技研が

開発した紙管残糸自動除去装置だ。

他社からも同様の装置は販売され

ているが、糸を熱で切断しており、

芯体に傷がついたり、溶けた糸が

残るなどの問題があった。その点、

技研の除去装置はカッターである

程度の残糸を切り落とすと同時に

芯体を引き抜くため、芯体を傷め

ることがない。加えて、切断した

残糸も繊維組織が壊れておらず、

リサイクルできる。

販売開始から4年、当初は1サイ

ズの芯体しか処理できなかったが、

現在では1台で大小さまざまなサ

イズに対応した除去装置を開発。

これまでに約30システムを納品し

ており、技研では今後、さらなる

躍進を目指し、価格を抑えたシス

テム提供に向けて知恵を絞ってい

く。

このほか、技研が手掛けた、光

通信などで送った電気信号によっ

て制御するケーブルレスガントリ

ローダも業界の注目を集めている。

「多様な分野の開発に挑戦する中か

ら柔軟なアイデアが生まれてい

る」。技研の諸江佳之社長は、同社

の強みをこうアピールする。

石川ブランド認定製品の開発ポイントや
今後の戦略を紹介します。

｜S｜C｜O｜P｜E｜

技研（株）
能美郡辰口町上清水タ91番地

TEL 0761-51-5700 FAX 0761-51-5336
http://www.isico.or.jp/ib/item_13/giken-kami.html

10センチほどの残糸ならば約15秒で処理が可能。

【 日　時 】

平成16年4月15日（木）～17日（土）
10:00～17:00

【 会　場 】

石川県産業展示館2号館　入場無料昨年も大勢の来場者でにぎわいました。



未開の分野や未知の領域に新たに挑むー
そんなビジネス・フロンティアを目指す企業に贈る

販路開拓の事例、情報などを紹介していきます。
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機械加工部品やコンテナなどの

各種洗浄機を取り扱うワザワでは、

約2年前、食品や製薬など幅広い

運搬に使われる樹脂製パレット用

の小型洗浄機を開発した。洗浄機

内にパレットをセットすると、高

圧シャワーを噴射するノズルが上

下左右にスイングして、細かな凹

凸にたまったホコリやこびりつい

た汚れをきれいに取り除いてくれ

る。洗浄後には、毎分約200回転

のスピードで高速脱水も可能だ。

キャスター付きのため、一人でも

簡単に移動させることができる。

そもそもワザワがパレット洗浄

機の販売を始めたのは、約4年前

のことだ。当時の装置は最大20枚

のパレットを自動的に洗浄・脱水

し、積み上げることができた半面、

奥行き8ｍとサイズが大きく、価

格も1000万円近くすることが販

売促進のネックになっていた。そ

こで、開発したのがこの洗浄機で

ある。洗浄・脱水に特化させるこ

とで奥行きも2.5ｍにダウンし、価

格も350万円に抑えた。これまで

に2種類のパレット洗浄機を、製

薬・食品メーカーを中心に6台納

品した。

「正直、販売は順調とは言えない

が、関心を示してくれる企業はじ

わじわと増えている。5年10年と

いう長いスパンで考えていきたい」

と、和澤伸一専務は大きな期待を

寄せる。食品をはじめ、あらゆる

商品の衛生管理への関心が高まっ

ているだけに、ワザワの販売戦略

はこれからが本番と言えそうだ。

（株）ワザワ
金沢市湊2丁目93番地1

TEL 076-238-2275 FAX 076-237-0504
http://www.wazawa.co.jp

2
｜S｜C｜O｜P｜E｜

ノズルがスイングし、凹凸のホコリも除去

高圧シャワーパレット洗浄機

高圧シャワーパレット洗浄機は幅190cm、奥
行き250cm、高さ200cmとコンパクト。

石川県とISICOでは、県内中小企

業の経営の安定を図るため、新規受

注開拓について重点的に業務を進め

ています。その一環として、4月15

日には金沢エクセルホテル東急で、

県外大手・中堅発注企業の役員、発

注担当部長・課長を招き、石川県知

事はじめ県内中小企業との受発注情

報の交換や交流を行う「石川県企業

交流懇談会」を開催します。ふるっ

てご参加ください。

新規受注を目指して県外企業と交流
石川県企業交流懇談会

【 日　時　】平成16年4月15日（木）
17:15～19:30

【 会　場　】金沢エクセルホテル東急
（金沢市香林坊2-1-1）

【 内　容　】情報交換会
17:15～18:00
交流会
18:00～19:30

【 会　費　】20,000円
【出席予定者】140名

発注企業……30名
県内企業……100名
石川県関係…10名

谷本知事もトップセールスに汗を流した昨年の懇談会。



鶏肉の生産・加工を手掛ける河内

物産（金沢市）と、食品の加工・販

売会社である浅田フーズ（本社・内

灘町）では石川県農業短期大学と連

携し、鶏肉をぬかやかすで漬けた新

商品の開発に乗り出している。脂肪

分が少なく高タンパク質の鶏肉は、

ヘルシーな食品として知られる。こ

の事業は、石川県に古くから伝わる

フグのぬか漬けなどをヒントに、そ

の鶏肉をさらに健康的な特産品とし

て付加価値を高めるねらいで、3年

ほど前から開発をスタートした。

当初は、河内物産と浅田フーズだ

けで取り組み、鶏肉を漬け込んで経

過を見たところ、1年たっても肉の

色は鮮やかなピンク色のままで、味

わいも深まったという。もともと、

ぬか漬けやかす漬けはうま味を増す

上、血圧を下げるなどの効果がある

健康食品と言

われている。

鶏肉の場合も

同様の効果が

期待できたも

のの、「科学

的にはその効

果は解明され

ておらず、客

観的な視点を

商品に取り込

みたかった」（河内物産社長の河内

忠徳氏）ことから昨年夏、ISICOの

プロジェクト推進部を通じて、農業

短大へと分析を依頼した。

農業短大が2カ月間漬け込んだ鶏

肉を検査した結果、うま味や風味を

感じさせるアミノ酸量が加工前の数

十倍に上昇していたほか、ぬか漬け

の場合は体の免疫力を高める乳酸菌

も急増していた。「血圧の上昇を抑

えるペプチド（※）も多く含まれてい

て、生活習慣病の予防も期待できる」

と、分析を担当した榎本俊樹教授は

新商品の健康効果に注目している。

一方で農業短大の矢野俊博教授が

十分な安全性が確保されているかを

検証するため、鶏肉に生息している

サルモネラやカンピロバクターとい

鶏肉を使った
新たな特産品を開発

うま味や風味、乳酸菌の
急増を確認

ト ラ イ ア ン グ ル  I  産 学 官 連 携 を 身 近 に

T R I 　 N G L E

石川県の農業産出額は年々、減り続けている（※）。しかし、その一方
で消費者からの安全で安心して利用できる食品や製品を求めるニ
ーズは強まっており、農林水産業でも産学官連携の気運は確実に
高まりを見せている。ここでは、安全・安心をキーワードに商品化
を目指す2つの農林水産分野のニュープロジェクトを紹介する。

農林水産分野のニュープロジェクト

安全・安心を追求した
新商品の開発が急ピッチ
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※北陸農政局調べによると、農業産出額は平成11年が726.5億円、12年が684.6億円、13年が665.9億円になっている。

25アールの土地に約500本のクチナシを試験栽培中。
「栽培を成功させ、できるだけ早い商品化を目指したい」
（合間修一氏）。

試作段階の鶏肉のぬか漬け（写真右）。「農業短大との連携を深め、新商品を中高年向けのヘ
ルシー食品として売り出していきたい」（河内忠徳社長）。



った食中毒の原因となる菌の変化を

探っている。今はまだ実験中だが、

生肉のまま保存しているにもかかわ

らず、これら食中毒菌の減少が確認

されており、「食の安全・安心とい

う面でも優れた商品になる」と、関

係者は大きな期待を寄せている。

一方、化粧品分野で連携を進めて

いるのが、輪島市で農業を営む合間

修一氏だ。合間氏は、化粧品メーカ

ーの松川化学と協力し、昨年12月

から乳液の材料として活用するクチ

ナシ5品種の試験栽培を始めた。

クチナシには老化を防ぐ抗酸化作

用や美白効果があると言われてい

る。能登の豊かな自然環境の中で生

産者の顔が見える栽培を実施。松川

化学が特許取得したクチナシから化

粧品エキスを抽出する技術を使っ

て、ワンランク上の自然派化粧品と

して開発したい考えだ。

合間氏が育てるクチナシの最大の

特徴は、竹パウダーを用いて無農薬

で栽培する点だ。モウソウ竹を粉砕

した竹パウダーを植物の周囲にまい

ておくと、パウダーから水に溶け出

したリン酸が根から吸収され、病気

や害虫への耐性を向上させる。

クチナシが純白の花を咲かせ、赤

い実を結ぶのは11月ごろ。その後、

松川化学でどの品種が能登での栽培

に適しているかを見極め、量産化を

進めていく方針だ。

「全国でもクチナシを竹パウダーで

栽培した例はないが、これまでに竹

パウダーを使った発芽玄米などを栽

培しており、その効果には自信があ

る。技術指導を受けているISICOコ

ーディネータの川畠平一さんや松川

化学さんと協力して、ぜひとも成功

に導きたい」（合間氏）。

研究成果活用プラザ石川やISICO

も事業化を支援しており、産学官の

連携を生かした自然派化粧品の開発

は今後、さらに本格化していく。
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※ペプチド･･･アミノ酸が数個から数十個結合した状態。数百
個から数千個結合したものをタンパク質と言う。

安心の化粧品開発へ
クチナシ栽培を開始

防虫効果の高い
竹パウダーを利用

ISICOでは、農業の新しい展開を模索している農業者と大学や研究機関、企業とのマッチングをはじめ、

技術開発や販売戦略、マーケティングなどの相談も受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

●お問い合わせ

県産業創出支援機構 プロジェクト推進部

TEL076-267-6291 FAX076-268-4911

消費者�

●新技術開発・�
　販売戦略づくり等�
　支援活動�　�
●新商品データの蓄積�

農林水産分野のトライアングル�

4

4

農業者・�
法人�

3

3

食品・環境�
関連企業�

県内大学・�
研究機関�

2

2

2

ISICO

1

1

3

相談�
ISICOコーディネーターが対応します�
�
ビジネスマッチング�
相談内容に応じた専門家を紹介します�
�
技術やノウハウの提供�
専門家の視点を商品に取り込みます�
�
商品化�
産学官の連携を生かした商品開発を進めます�

農の新しい�
展開を志す�

食の安全・安心�
地産地消を望む�

榎本俊樹教授。加
賀野菜やいしるな
どの成分分析にも
取り組んでいる。
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頭脳立県石川のシンボルとも言える

「いしかわサイエンスパーク（ISP）」。

パーク内に進出した企業や

研究機関の取り組みについて伺います。

真柄建設技術研究所では、12人の研究開発スタ

ッフが新しい建築・土木技術の開拓に取り組んで

いる。平成14年11月に特許を取得したMBM

（Magara Ballast Mat）工法も、ここから生み出

された建築技術のひとつだ。

MBM工法では、25～75ミリの防振ゴムをマン

ションやビルなどの建物の基礎に敷設することで、

地下鉄や高架橋を走行する車などから生じる交通

振動を減衰させ、建物振動を抑える。実験では、

近くに地下鉄が通る建物の1階で振動を20～30

デシベル（※）低減させることを確認している。同研

究所では、静かな住環境や職場を実現する有効な

手段として、MBM工法に大きな期待を寄せている。

地震による震動を和らげる免震構造の研究も盛

んだ。一般的に施される耐震構造は建物そのもの

を補強して揺れを抑えるのに対し、免震構造は基

礎と建物の間にクッションの役割を果たす免震装

置を挿入することで、建物に直接震動を伝えない

つくりになっている。同研究所では球面すべり支

承タイプの免震装置を採用し、継続的な地震観測

を行っている。これらの技術は、真柄建設が手掛

けた免震建築物に生かされている。

もともと金沢市の真柄建設の本社内にあった技

術研究所は、平成10年8月にISPに移転した。充

実した情報インフラの活用に加え、北陸先端科学

技術大学院大学や進出企業などとの連携を図るこ

とが大きなねらい。同研究所では今後、ISP内で

の協力体制を強化していく予定でいる。

同研究所では以前から共同研究を積極的に進め

ており、現在も関西にある大学の農学部や環境学

部と連携し、水・空気・土などの浄化

システムを開発している。所内に備え

ている土質試験室では材料試験も可能

で、要望があれば他社にも開放してい

る。中村邦雄所長も、「構造や材料、バ

イオなど、多様な分野に取り組んでお

り、研究を実用化するノウハウも持っ

ている。ぜひ、実用化の道を模索して

いる研究アイデアがあったら技術研究

所に持ち込んでほしい」と話し、新た

なビジネスの創出にも意欲を燃やして

いる。

F I L E . 6

真柄建設（株）技術研究所

〒923-1211  能美郡辰口町旭台2-14

TEL 0761-51-7400  FAX 0761-52-8400
http://www.magara.co.jp/

異業種交流も視野に
新たな建築・土木技術を拓く

交通の振動を減らす
MBM工法を開発

ISP内の連携強化を図る

※デシベル･･･音や振動の強さを表す単位。

直接基礎

防振ゴム

防振材

交通振動

【MBM工法】
基礎の周りに敷設した防
振ゴムが地盤から伝わる
交通振動を和らげる。
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ISICOはこの春、辰口町のい

しかわサイエンスパーク内に中

小ベンチャー企業向けの賃貸型

事業スペース「いしかわフロン

ティアラボ」を整備している。

これは、昨年5月にサイエン

スパークが新産業創造拠点化推

進特区に認定され、これまで買

い取り方式に限定されていた県

土地開発公社所有の土地が賃貸

できるようになったことから、

構想が具体化したもの。分譲用

地2区画（約4万5,600m2）を

分割して賃貸用地として、入居

企業に合わせて賃貸用施設を建

設する。

平成16年3月10日現在で、

サイエンスパーク内にある研究

開発施設「いしかわクリエイト

ラボ」から転出する5社を含め、

6社の入居が決まっており、6月

の完成を予定している。

賃借施設の広さは、50坪、

100坪、150坪の3つのサイズ

から選ぶことができ、用途につ

いても、「情報棟」「試作開発仕様

の工場棟」「研究室仕様の工場棟」

の3タイプから選ぶことができ

る。

進出する企業の投資を少しで

も軽減するため、土地・建物賃借

料の30％を、10年間を限度に石

川県が負担するのもうれしいメ

リットだ。

また、最大100Mbpsの通信回

線を無料開放し、高速・大容量通

信に最適なインフラを実現。

ISICOが経営コンサルティング

や技術指導、金融支援のほか、北

陸先端科学技術大学院大学など、

パーク内の研究機関などとの共

同研究をコーディネートする。

低料金での賃貸だけに、初期投

資の軽減が期待できるため、新商

品開発や技術の高度化にあたっ

て研究開発に経営資源を集中さ

せたい中小ベンチャー企業の進

出を見込んでいる。

三ツ口� 宮竹�

漆島南�

手  取  川�川北大橋�
至鶴来町�

至鶴来町�
至野々市町�

加
賀
産
業
道
路�

至小松� いしかわフロンティアラボ�
（いしかわサイエンスパーク内）�

辰口町�

宮竹小学校�

●お問い合わせ

（財）石川県産業創出支援機構
サイエンスパークオフィス
能美郡辰口町旭台2丁目1番地
（石川ハイテク交流センター内）
TEL 0761-51-0122
FAX 0761-51-0161

特区認定で分譲用地を
賃貸用地として転用

賃借料の30％補助など
入居企業にメリットいろいろ

いしかわフロンティアラボ（能美郡辰口町旭台）

研究開発に最適の賃貸型事業スペース

〈完成予想図〉
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エコシステムでは、平成11年から

瓦廃材を活用したリサイクル舗装材

「K-グランド」の販売、施工を手がけ

ている。

「K-グランド」は、解体された家屋

や瓦工場から発生する瓦廃材を3～10

ミリに砕き、樹脂やセメントと混ぜて

舗装材にしたものだ。透水性に優れる

上、照り返しも少なく、滑りにくいと

いった特徴を持ち、県内の歩道や公共

の広場などに、年間1万m2を施工して

いる。

環境への配慮を一つのテーマに掲

げ、平成17年に開催される愛知万博

では、メーン会場周辺の舗装材の一部

として採用されることが決まった。

現在では、瓦廃材の引き取りから舗

装材の製造、販売、施工に至るまでの

一連のシステムを「K-グランドシステ

ム」と名づけて販売しており、これま

で東京、京都、奈良の業者にノウハウ

を提供した。

さらに、平成13年には瓦廃材を粉

砕した時に出る粉末を使った内装材

「かわらかべ」を開発した。

この商品は、販売を代理店に任せる

ことで、販路を全国に広げた。調湿性

と断熱性に優れる自然素材として好評

で、同社では今後も商品ラインナップ

の拡充を目指す考えだ。

住宅の設計・施工を手がける木下建

築デザインでは平成11年、エムアン

ドケイを設立し、回転ずし業界へと進

出した。きっかけは、同社の木下孝治

社長が異業種交流会で回転ずし用コン

ベヤーメーカーの社長と知り合ったこ

と。「すし業界では高級店と低価格の

回転ずし店の二極化傾向にある。その

間をねらい、職人の仕事を回転ずしの

業態で提供すれば必ずヒットする」

（木下社長）との読みからだった。

コンベヤーメーカーからのバックア

ップや魚市場と提携し、回転ずしのノ

ウハウを蓄積。12年にオープンした

金沢まいもん寿司駅西本店は、週末に

1時間待ちも珍しくなく、1日に800

人もの客が訪れる繁盛店になってい

る。14年、15年には横浜、東京へと

相次いで出店しており、現在5店舗を

抱えるほどの躍進ぶりを見せている。

人気の理由は、魚介類の鮮度や高級

すし割烹
かっぽう

を思わせる店内デザインに加

え、徹底したホスピタリティーへの取

り組みにある。「レジの前にはアンケ

ートハガキがあり、ネタや接客マナー

などのクレームが届いた場合は、私や

店長がすぐに返事を書く。もちろんス

タッフにも伝え運営に生かしている」

（木下社長）。同社では、顧客満足度で

業界トップをねらっている。

リサイクル舗装材が愛知万博に採用決定

（株）エコシステム
ベンチャー

ホスピタリティーを追求し、回転ずし業界で躍進中

（株）木下建築デザイン
新分野進出

■ 本社 金沢市八日市3-604
TEL076-240-0588

■ 代表者 木下　孝治
■ 設　立 昭和53年
■ 資本金 3500万円
■ 社員数 2名
■ 事業内容 設計・施工

■ 本社 金沢市八日市5丁目493-1
TEL076-240-8586

■ 工場 能美郡寺井町字寺井ロ50番1
■ 代表者 高田　治也
■ 設　立 平成6年12月
■ 資本金 1980万円
■ 社員数 5名
■ 事業内容 産業廃棄物リサイクル製品の開発施工
●http://www.eco-system.ne.jp/
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産業構造の高度化、急速な技術革新が進む中にあって、企業にとっては

ビジネスチャンス獲得のために新たなチャレンジが求められています。

生き残りをかけ、独自の取り組みを見せる4社を紹介します。

■ 本　社 金沢市竪町24細田ビル4階
BELSEL WAVE FACTORY 入居
（民間ITインキュベート施設）
TEL076-222-0503

■ 代表者 加藤　敬子
■ 設　立 平成11年9月
■ 社員数 4名
■ 事業内容 パターンメーキング、グレーディン
グ、サンプルメーキングが
●http://www.kidi.co.jp/

P.O.C.では、ファッションデザイナ

ーから届く指示書をもとに、洋服の型

紙を作るパターンメーキング、グレー

ディングを専門に手がけている。設立

は平成11年9月。「北陸に多くある縫

製工場と共同で、金沢から新たなファ

ッションを発信したい」（加藤敬子代

表）という思いが、きっかけだった。

市場のニーズをいち早く読み取り、

デザイナーの意図を細部にいたるまで

反映させるセンスと技術力は県外から

の評価も高く、現在、受注先は東京の

アパレルメーカーが約7割を占める。

業務にはアパレルCADを使い、効率化

を進めており、完成した型紙もデータ

で送ることが多いため、東京と金沢の

距離はほとんど感じないそうだ。さら

に、平成14年6月には東京事務所を開

設。ここを営業拠点に、首都圏での受

注拡大を図っている。

また、P.O.C.では同時に、4年間抱

き続けた北陸発のアパレル事業も実現

させたいと考えている。「生産では中

国にシフトしている部分が多い。だが、

現段階では『今』と『これから』をつ

かむ感覚は日本でしか表現できない。

P.O.C.と縫製工場が持つノウハウを組

み合わせ、いいものを次々と世に送り

出していきたい」。加藤代表はこう話

し、今後の事業展開に意欲を見せる。

機械部品製造などを手がける6社で

構成するRERIK北陸-21では、平成9

年から「砂入り人工芝再生装置」の開

発に取り組んでいる。

テニスコートなどに使用される人工

芝はナイロン製の芝の間に砂が充填さ

れており、9～15年経つとこの砂が目

詰まりを起こし、コートが硬化してし

まう。この装置は、小型バギーに取り

付けた金属ピン付の回転ドラムで、硬

くなった砂を掘り起こしメンテナンス

を容易にする。

これまでに3台の試作機を開発し、

ピンの硬度や長さ、間隔、回転速度な

どについて検証を重ねており、30以

上のテニスコートを施工した。現在も、

コートの状態によってピンが折れるな

どのトラブルについて、引き続き改良

中だ。全国には26,000面以上のテニ

スコートがあり、より性能を向上させ、

多くの需要を取り込みたい考えだ。

着々と開発を進めるRERIK北陸-21

だが、この装置に取り組みを集中する

過程で、関連の薄い会員が脱退してし

まうなど、異業種交流ならではの問題

点にも悩まされてきた。このため、宮

森代表は「今後は新会員を募って、い

くつかのプロジェクトを同時進行でき

るよう組織を再編したい」と展望を語

っている。

北陸発のアパレル事業創造を目指す

P.O.C.

人工芝をよみがえらせる新装置を考案

RERIK北陸-21
異業種交流
グループ

■ 事務局 石川郡野々市町上林5-29-1
（株）みやもり内
TEL076-248-1848

■ 代表者 宮森　紀好
■ 設　立 平成4年9月
■ 会員数 6名
■ 事業内容 新商品の共同開発

SOHO



齊藤敬三氏は、産業技術総合研究所

で環境・エネルギー分野担当の産学官

連携コーディネーターを務めている。

今年1月29日には、つくば研究支援セ

ンターで開かれた、「研究開発構想ブ

ラッシュアップ意見交換会inつくば」

（ISICO主催）に参加。当日発表のあっ

た石川県の研究開発構想について、

「研究内容が実に広範で、石川県の中

小企業の質の高さを改めて認識させら

れた」とコメントした。

産学官連携について齊藤氏は、「産

のニーズと学のシーズを結び付け、官

を資金的あるいは行政的に利用して、

日本の産業技術の発展に貢献する技術

を開発することが最大の目的だが、そ

の中で研究開発型中小企業の技術開発

を支援することも重要なテーマの一

つ」との認識を示す。

独立行政法人である産業技術総合研

究所でも、最近は外部資金獲得の意味

も含めて産学官連携を重要なミッショ

ンの一つと位置づけているそうで、

「精力的な取り組みを行っている」と

のこと。

齊藤氏の担当する分野は環境・エネ

ルギーということで、「中小企業との

共同研究や受託研究は比較的難しい」

としながらも、「つくばでの意見交換

会などを通じて産学官の連携が一層加

速してほしい」と期待を寄せている。

PEOPLE FILE . 07 ss 

COMPANY FILE . 07 ss 

石川の中小企業の研究開発レベルを改めて認識

齊藤　敬三 氏 （独立行政法人　産業技術総合研究所）

つくばへ行こう！（県産業創出支援機構）

つくば研究学園都市（茨城県）との

交流事業を推進しているISICOでは、

つくばとのネットワークを県内企業の

研究開発に役立ててもらうことや共同

研究等の芽を育てるため、県内企業の

研究開発担当者らとつくばの研究機関

の視察や研究者との交流を図る「つく

ばへ行こう！」を開催している。

昨年12月11日に実施した「つくば

へ行こう！」では、県内企業3社など

6名が物質・材料研究機構を訪れ、「超

伝導マグネットを用いた環境浄化技

術」を集中視察した。

当日は、つくばの超伝導マグネット

を環境浄化技術に応用した岩手県地域

結集事業「地熱水の無害化」が紹介さ

れ、技術シーズの実用化に向けた具体

例のレクチャーを受けた。セミナー後

の物質・材料研究機構強磁場センター

施設見学では、参加企業にとってすぐ

にでも使えそうな設備も紹介され、参

加者の興味をそそった。今回の企画は

他の県内企業からのニーズも高く、2

月6日には石川県において同じ内容の

セミナーを開催するきっかけとなり、

今後の交流にも期待がふくらむ。

「つくばへ行こう！」は今後も継続

的な開催を予定している。参加費は無

料（つくばまでの旅費と宿泊費は自己

負担）なので、今までになかった視点

や新たに事業展開を模索する企業は気

軽に参加してほしい。

最新の環境浄化技術を視察

独立行政法人
産業技術総合研究所
茨城県つくば市並木1-2-1

TEL 029-861-7082  FAX 029-861-7275
http://www.aist.go.jp/

ee3gaku@ni.aist.go.jp

県産業創出支援機構
プロジェクト推進部
金沢市鞍月2丁目20番地
県地場産業振興センター新館2階

TEL 076-267-6291
http://www.isico.or.jp

今回は、つくば研究学園都市にある研究機関の研究員と

ISICOが実施しているつくば研究学園都市との交流事業について紹介します。

【産業技術総合研究所】

産学官連携コーディネーター

齊藤 敬三氏

物質・材料研究機構を訪れ、強磁場セン
ターなどを見学した。
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シ リ ー ズ 第13回 �

シール、ラベルの印刷を専門に手がける金沢シー

ルでは現在、ホームページを使って、これまで北陸

中心だった販路を全国へと拡大している。

同社がホームページを販促用に活用しはじめたの

は98年のこと。同年開催された長野オリンピックの

公式ステッカー製造ライセンスを取得し、当初はこ

のステッカーを一般消費者向けに販売するためにホ

ームページを立ち上げた。

B to Cを念頭にスタートさせたホームページだっ

たが、オリンピックのような公式ライセンス商品は

好評だったものの、その他の商品では売り上げが伸

び悩んだことから、昨年、企業向けの情報提供サイ

トへとリニューアル。素材や印刷・加工法などを詳

しく解説したほか、ユーザーが検索エンジンを活用

した際、検索結果の上位にランクされるように工夫

し、見られやすいようにした。

2002年にはワールドカップの公式ステッカーの

製造権を取得するなど、もとより技術力には定評が

ある。全国的にシールやラベルの専業メーカーが少

ないことも追い風となって、全国から問い合わせが

入るようになった。立ち上げから1年間でネットをき

っかけとした受注は1,500万円に上った。

とはいえ、これはあくまでもきっかけづくりに過

ぎない。同社で情報システム分野を預かる経営企画

室総括の小杉善文氏は「顔が見えないからこそCSを

大切にしています」と話す。メールや電話でのスピ

ード対応、サンプルをすぐに手元に届ける手配、営

業スタッフの訪問など、徹底フォローを欠かさない。

また、約2年前からグループウェアを導入し、社内

の情報共有化に努めている。スケジュール管理やメ

ールのほか、大きな効果を発揮しているのが文書管

理である。さまざまなマニュアルや会議の議事録も

デジタル文書として管理。これまで、参加メンバー

だけしか把握できなかった新商品の開発情報なども、

共有できるようにして、多くの意見が反映されるよ

うになった。

一方で、受注や生産、売り上げの管理といった基

幹業務については、独自の業務システムを構築する2

本立てとなっていることから、現在、小杉氏を委員

長にIT 戦略会議を立ち上げ、基幹システムと情報シ

ステムの一元化をメインテーマにIT環境の整備を図

っていく。

ITをビジネスに生かすためのポイントは何か。

IT導入の参考としていただくため、

ビジネスにITを積極的に活用している事例をご紹介します。

（株）金沢シール

顔が見えないからこそフォローが大切

● ネット利用で顧客のすそ野は全国へ

● 基幹系と情報系の一本化が今後の課題

オリンピックやワールドカップな
どで公式ライセンス商品を作るな

ど技術力には定評がある。

ネットでつかんだビジネス
チャンスを確実にするた

め、スピード対応などを心がける。
松任市横江町495番地

TEL 076-275-6122 FAX 076-274-9313
http://www.kanazawaseal.co.jp/
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インフォメーションテーブル

起業・新分野進出のほか、経営や技術の高度化などに役立つ
情報を紹介するページです。

INFORM ATION TABLE

4月 5日（月）■ジュニアSE養成コース 県ソフトウェア　 9：00～17：00 50,400円　 県ソフトウェア研修開発センター
～ 7日（水） 「ビジネス・マナー」 研修開発センター TEL 076-267-8000

4月 8日（木）■ジュニアSE養成コース 県ソフトウェア 9：00～17：00 50,400円　 県ソフトウェア研修開発センター
9日（金） 「情報処理基礎 研修開発センター TEL 076-267-8000
12日（月） ソフトウェアとハードウェア」

4月 6日（火）■新入社員研修講座 金沢商工会議所　　 9：30～16：30 会員　10,500円　 県経営者協会　
中小企業会館研修室 会員外11,550円 TEL 076-232-3030

4月15日（木）■ e-messe Kanazawa 2004セミナー 県産業展示館１号館　 13：00～14：00 無料　 e-messe Kanazawa2004事務局
「県民が期待する電子政府とは」 TEL 076-267-4741

4月16日（金）■ e-messe Kanazawa 2004セミナー 県産業展示館１号館 11：00～12：00 無料 e-messe Kanazawa2004事務局
「いしかわWebデザインガイド」 TEL 076-267-4741

4月16日（金）■ e-messe Kanazawa 2004セミナー 県産業展示館１号館　 13：00～14：00 無料 e-messe Kanazawa2004事務局
「文化ポータルサイト TEL 076-267-4741
石川新情報書府・公開セミナー」

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ

セミナー 経営力UP、技術力UP等に役立つセミナーのご案内です。

e-messe Kanazawa 2004の開催迫る
［ IT機器を通じて新しい生活を提案］

4月15日（木）■ e-messe Kanazawa 2004 県産業展示館1号館 10：00～17：00 入場無料 e-messe Kanazawa2004事務局
～17日（土） TEL 076-267-4741

4月15日（木）■第17回　石川県中小企業技術交流展 県産業展示館2号館 10：00～17：00 入場無料 県産業創出支援機構　企業振興部
～17日（土） TEL 076-267-1140

4月15日（木）■MEX金沢2004 県産業展示館3号館,4号館 10：00～17：00 入場無料 県鉄工機電協会
～17日（土） TEL 076-268-0121

4月22日（木）■バリアフリー2004 インテックス大阪 10：00～17：00 入場無料 バリアフリー展運営事務局
～24日（土） TEL 06-6267-8213

5月11日（火）■ビジネスシヨウTOKYO 2004 東京ビッグサイト 10：00～17：00 入場無料 （社）日本経営協会
～14日（金） ビジネスシヨウTOKYO2004事務局

TEL 03-3403-8910

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ

イベント ビジネス関連の各種フェア・シンポジウム等のご案内です。

■最新情報は、DGnet ⇒ http://www.isico.or.jp をご覧ください。

県情報システム工業会は4月15日から3日

間、石川県産業展示館１号館でIT機器の総合

展「e-messe Kanazawa 2004」を開催す

る。前年を上回る65の企業や団体が出展を予

定し、最新のIT機器やシステムを提案する。

ISICOが交流事業を展開する韓国大邱市から

も、IT関連企業5社が参加する。このほか、イベ

ントステージでは、初日に「県民が期待する電

子行政とは」、2日目には「いしかわWebデザ

インガイド」「石川新情報書府」をテーマにセ

ミナーを開く。最終日には、県内の工業高校に

よるカーレースを企画している。

●開催日 平成16年4月15日(木)～17日(土)
●時　間 10:00～17:00
●場　所 県産業展示館1号館

［ お問い合わせ ］
e-messe Kanazawa2004事務局
TEL 076-267-4741



Webショップを使った販路拡大を学んでもらうため、

ISICOは2月12日、県地場産業振興センターで「繁盛店に

続け! Webショップ経営戦略セミナー」を開催し、95人

の参加者が熱心に耳を傾けた。当日は、ISICOが運営する

インキュベートモール「お店ばたけ」に出店している

Webショップから林農産、ルバンシュ、酒のこんちきた

いの3社とそれぞれのサポ

ートを担当するホームペー

ジドクターが、過去3年間

の取り組みについて紹介。

Webショップの展開を考

えている事業者らに成功の

ためのノウハウを提供した。

T O P I C S
イ シ コ ・ ト ピ ッ ク ス

今回の特集では、この厳しい状況の中、攻めの経
営で成果をあげている若手経営者の取り組みにつ
いて紹介しました。取材を通し、今後のビジネス
展開について力強さを感じました。ISICOでは、
新たな取り組みなどについて、さまざまな支援メ
ニューを用意しております。ぜひ、ご活用下さい。

［発行月］2004年3月（年4回発行）［発行所］財団法人　石川県産業創出支援機構［編集協力］ライターハウス／金沢市問屋町1丁目75番地

ネット通販成功のためのノウハウを紹介
繁盛店に続け! Webショップ経営戦略セミナー

石野製作所の寿司コンベア機が特別賞
2003年日経優秀製品・サービス賞

日本経済新聞社が決める「日経優秀製品・サービス賞」

の「日経産業新聞創刊30周年記念特別賞」に、石野製作

所（金沢市）の回転ずし用コンベヤー「自動給茶装置付寿

司コンベア機」が選ばれた。この賞は、①1970年代から

80年代初頭にかけて商品化された②海外でも浸透、日

本の技術力・イメージを伝える原動力となったなどの

選考理由に当てはまる画期的な商品やサービスに贈ら

れたもの。石野製作所のほか、

シャープの液晶表示装置、

TOTOのウォシュレット、日本

ビクターのVHS方式のVTR、

スタジオジブリの映画「千と千

尋の神隠し」が受賞した。
ネット通販のノウハウを自社に取りこも

うと95人が参加した。

石野製作所のコンベア機はこれまで

人手に頼っていたお茶の配ぜんを自

動化した。

独自の技術や製品をネットでPRするには？
インターネット取引先獲得大作戦

ISICOは2月4日、24日、3月9日の3日間にわたって県

地場産業振興センターで、「インターネット取引先獲得大

作戦」と題して、新規顧客を獲得するための実践的なセミ

ナーを開催し、県内の製造業者ら約40人が参加した。

Webビジネスのコンサルタントやプランナーを講師

に招いて行われたセミナーでは、全国の事例から「成功と

失敗の法則」を学ぶとともに、成果を挙げるためのサイト

の設計書づくりに取り組ん

だ。また、県内でホームページ

を企画・制作するネットベン

チャーやSOHOも同席し、今

後のビジネスマッチングに向

けて交流を深めた。

「生茶」の生みの親が商品開発を伝授
ISICOマーケティングセミナー

ISICOが主催するマーケティングセミナーが2月10

日、県地場産業振興センターで開かれ、キリンビバレッ

ジ前社長の阿部洋己氏を講師に、県内企業の経営者ら約

130人がヒット商品を生み出すコツを学んだ。

阿部氏は、競争の激しい清涼飲料業界で「北陸づくり」

「生茶」などヒット商品を連発し、同社を業界のリーディ

ングカンパニーに育て上げた。当日は、缶コーヒー「FIRE」

のプロジェクトを例に挙げな

がら、商品開発の手順やマーケ

ティング戦略を解説。経営革新

を成功させるには「経営者と

社員が戦略や目標を共有する

ことが大切」と話した。
ヒットメーカーの開発秘話に熱心

にメモをとる参加者も。

サイトの設計書づくりなど具体的な

手法について理解を深めた。


